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よくある たまにある どちらともいえない ほとんどない
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ｲﾗｲﾗしている時や何度言ってもきかない時などは親の都合や､感情だけで叱ってしま
うことも多いようである。しかし、しつけをするにあたって気を付けていることを自由記述
してもらったところ、「頭ごなしに怒らないこと」「感情的に叱ることがあるので気をつける
ようにしている」『自分が冷静になってまず理由を聞く」といったこともあげられていた。
結局のところ、その状況で親が子どもの行為をどう受け止めるか、それに対してどう接
するかは親次第であるといえる。しかし、子どもは家庭を選べない。では、子どもは親の
ほめ方・しかり方をどのように受け止めているのだろうか。
図１は学生に対するアンケートで、「あなたの親は‘ほめる事,しかる事,どちらのほ
うが多かったですか？」という質問に対する囲答結果である。
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「どちらかといえばほめ
る事」も含め、「ほめる事ｊ
のほうが多かったと答えた
学生が全体の34％、同じく
らいが37％、「どちらかと
いえばしかられる事」も含
め「しかる事」のほうが多
かったと答えた学生が２９
％だった。
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では、親の「ほめる事」「しかる事ｊは、子どもにどのように影響しているのだろうか。
図２は同じく、学生を対象にどのようにほめられる事が多かったかを尋ねた結果である。
「えらかったね、よかったね」と言ってくれるなど、言葉での評価を「よく、たまに」され
ていたと答えた学生が、合わせて８１％であった。こうした言葉は子どもにとって、「自分の
ことをわかってくれているｊ「見てくれている」という安心感や、大人に対する信頼関係に
結びつくと考えられ、効果的で意味のある励ましであるといえる。しかし、これらの言葉
を親から「あまり.全然」言われていないと答えた学生も19％いる。このうち、言葉でほ
６３
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露められる事は少ないが、抱きしめたり、頭をなでるなどの「スキンシップ｣、あるいは、「ご
褒美」をくれたりしてほめられることがあると答えた学生と、「スキンシップ」も「ご褒美
ｊも全く無かったと答えた学生の２通りがある。前者は親のほめ方の表現方法の違いによる
ものと考えられるが、後者では親にほめられる事がなかったということになる。実際、図
１では「親はしかる事の方が多かったルニ該当しており、共通して性格に関するアンケート
での「人の悪いところよりも、良いところを見るようにしますか？ｊという質問に対して、
｢いいえｊと答えている。これは、親の価値観を受け継いでしまった為だといえるのではな
いだろうか。
また、図１で「どちらかといえばほめる事」も含め親が「ほめる事」のほうが多かった
と答えた学生のうち、８１％が同じ質問に対して、「はい」と答えている。このことからも、
子どもの頃に親から認めてもらえる経験が多ければ、成長してからも他人に対して肯定的
に見ることができる傾向にあるといえる。
次に、図３はどのようにしかられる事が多かったかを尋ねた結果である。
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図３親の叱り方
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親からしかられる場合、「よくある」「たまにある」を含めて、「「ダメだよ」など口で注
意されるｊが87％とほとんどだが、「どなられる」６６％、「言葉で長い職くどくどとしから
れるｊ５５％も半数を超えており､｢叩かれたり､体罰される」３８％､｢無視される」８％もある。
「叩かれたり、体罰される」については、口で注意しても灘かなかった場合に叩かれると
いうことも考えられるが、問題はその度合いにもよるだろう。また、「愛すればこそ、叩く』
ということもあるかもしれないが、幼児期の子どもにこういう理屈は伝わらない。大人が
叩くということは、子どもに「必要なときは他人を叩けばいいんだ」ということを教える
ことになる。自由記述には「線香を押し付けられた｣｢棒で殴られたｊという回答もあった。
子どもにとって体罰は、しかられる事で何かを得るということよりも辛い経験や嫌な思い
出として記憶されるのではないだろうか。
「言葉で長い時間くどくどとしかられる」「無視されるｊについても、子どもの行為にも
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よるだろうが、精神的苦痛を伴うしかり方を頻繁にしても果たして効果はあるのだろうか。｢言葉で長い間くどくどとしかられる」について、図１の「どちらかといえばしかる事」も含め、叱られる事の多かった学生の７９％の学生が、この項目に対して「よくある」「たまにある」と答えている。それに対して、「どちらかといえばほめる事」も含めほめられる事の多かった学生では４５％、同じくらいと答えた学生では４４％である。よって、くどくどとしかるようなしかり方では、しかられた内容よりも「しかられた」という事実だけが残るということも考えられる。
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全然ない
あまりそう思わない
ときどきそう思う
とてもそう思う [麺
31,
図５親は叱るとき理由を聞いてくれましたか？
４％
の割合を示したものが図Ｓである。
（どちらかといえばという回答も含
む｡）
「ときどきそう思う」も含め、７４
％の学生が「しかるときに理由を
聞いてくれていた」と答えている。
しかられる側の子どもにとって、
親はそれなりに理由を聞いてくれ
ていて、妥当なしかり方をしてぃ
２ ％
』あ房
４６％
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ると判断している場合が多いようである。
しかし、ここで注目したいのが「しかるときに理由を職いてくれていたか」という事と、
ほめられる事・しかられる事の経験別の相関性である。図５から、「とてもそう思う」と答
えているのは、ほめられた経験が多い学生の割合が多く、逆に「全然そう思わない」と答
えているのは、しかられた経験の多い学生の割合が多く、その関係は負の相関を示してい
るといえる。このことから、親がしかる場合に理由を聞いてくれた場合にはしかられたこ
とに子どもも納得しており、逆に、一方的にしかられた場合においても、くどくどとしか
られた場合と同様にしかられた内容よりも『しかられた」という事実だけが残るのではな
いだろうか。
「親はしかるときに理由を瞬いてくれましたか？」という回答結果からは、親子関係との
関連も感じられる。図６は同じく、「あなたの気持ちや考えを親はわかってくれていたと恩
＃
脾
：
；
いますか？」という質問
に対する結果を示し、そ
れをほめられる経験・し
かられる経験別の割合で
示したものが図７であ
る。
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願図７あなたの気持ちを親はわかってくれていたと思うか？ほめられる事としかられる事、どちらが多かったか？
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「ときどきそう思う」も含め、７４％の学生が「親は自分の気持ちや考えをわかってくれて
いたｊと答えている。この数字は図４でも示したように「親はしかるときに理由を聞いて
くれましたか？」という質問の回答結果と一致している。また、図５と図７を比較しても、
その割合はほとんど同じような結果となった。このことから、親がしかるときに、頭ごな
しに「悪い」としかりつけるのではなく、なぜその子がそういう行動をとるのか、ゆっく
り考え、子どもの言い分も聞くことが大切であるといえる。そうすることで、子どもは「自
分のことを親はわかってくれている」と思えることができるのである。しかるという親の
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行為も、それを受け入れる子どもの心がなければ意味のないものになってしまう。子ども
が親の言葉を受け入れるためには、親が自分の話をよく聞いてくれるし、自分を大事にし、
受け入れてくれているという『信頼感と心のゆとり」が必要であろう。それは、親子の信
頼関係に大きく影響するものと考えられる。
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（３）「ほめられる事」「しかられる事」体験と性格との関連
性格検査では、学生に自分のI性格について答えてもらい、「はい」を1点として計算する。
それを表４のようにＣＰ（父親釣）・ＮＰ（母親的）・Ａ（知性・理性〉・ＦＣ（積極性）・
ＡＣ（順応性）の５つに分類することで、その得点の優位性から各自我状態の特徴をみるも
のである。各特色として、次のことが挙げられている。
表４
表したのが図８－１．２，３，４，５である。
図８－１～図８－５（略）
５つの分野のうち、「ほめられた」「しかられた」経験別でグラフに差が表れたのは図8-
1のＣＰの得点と、図８－４のＦＣの得点であった。ＣＰの得点の割合で見ると高得点に、
ＦＣの得点の割合で見ると低得点に「ほめられた」経験の多い学生がいない。
ＣＰの得点が高い場合は、理想が高く独善的、頑固で懲闇的な面があり、他者否定的な
特徴がある。逆に低い場合は、友好的で他人や社会を批判したり、攻撃したりしないとい
う特徴がある。また、ＦＣの得点が高い場合は、遊び好きの行動派、自発的で創造的、自
己肯定的な特徴がある。逆に低い場合は、感情を抑市ｌＬ、あまり物事を楽しめない、陰気
といった特徴がある。
ＣＰとＦＣの特徴から、「ほめられた」経験が多い学生は自他肯定的であり、他の人との
間に暖かい交流が行われやすく、自分を適切に表現でき、人間関係がうまくいきやすい自
我状態であるという傾向がうかがえる。つまり、子どもは親からほめられることで、自分
は認められ愛されているのだと感じ、自尊感情を高めることになる。また、自分をほめて
くれる親を見て育つことで、友達との関係でも相手の良い所を認めて仲良くやっていくこ
との大切さを学んでいると考えられる。
反対に、「しかる事」について、子どもの心を適切に成長へと導くものもあれば、子ども
亀
6７
また、性格検査の結果を「ほめられた」「しかられた」経験別にして各得点の割合ごとに
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の心を傷つけ萎縮させてしまうものも少なくないということがいえる。子どもは、しから
れると、頑張ろうと思うよりもがっくりきてしまい、自分のやったことを正されているだ
けだとは思えずに自分が嫌われていると感じてしまう。これが自己肯定感の低さにつなが
っていると考えられる。しかりつけて、子どもの感情を押さえつけているのであれば、上
手な感情のコントロールができなくなってしまい、自己主張する前に相手に批判きれる限
界以上のところで折り合いをつけてしまうようになるだろう。また、親がいつも文句ばか
り言っていたとしたら、子どもは人をけなすことを覚えて、物事のいい面ではなく、悪い
面を見るようになると考えられる。
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３現代の家族関係が子どもへ与える影響
これまで親の養育態度が子どもに与える影響について述べてきたが、社会の変化に伴い、
家族の形態も変化している。よって、子どもを取り巻く環境や、親子のかかわり方も形態
を変えている。問題として挙げられていることが子どもにはどのような影瀞があるのかに
ついて文献調査からまとめてみた。
（１）親の溺愛と少子化（略）
（２）自由と放任（略）
（３）父性原理の崩壊と母親の孤立（略）
（４）児童虐待の問題（略）
魁
鯵
Ｖまとめ
人間というのは、「こんなほめ方をしたら、子どもは必ずこう育つｊ「こういう叱り方を
したら、子どもはこう歪む」というように単純な機械のようなものではない。しかし、人
閥にとって、もっとも大切な愛情や感情にふれる教育は、意識のあるなしにかかわらず生
まれた直後から始まっているのだといえる。子どもは､大人によって生命を守られ､愛され、
信頼されることによって、自分も大人を愛し、信頼していくようになる。そして、一つ一
つの体験やコミュニケーションが記憶され、人格形成にかかわっているのだと思う。
子どもが最初に出会う社会は家庭である。家庭での体験やしつけが子どもの生活能力に
大きく影響する。生活能力をつけることは生きていくうえで必要なことであり、すべての
土台となるものである。そして、その相互関係の中での「ほめること」「しかること」は子
どもと大人の人間関係にかかわる営みであり、さらに、子どもが自分の内面に気づいてい
く事につながる。また、子どもは自分が何をしたら誉められ、何をしたら叱られるかとい
う体験を通して、親は何を良しとし何を悪いと考えているかを学んでいる。よって、親は
あらゆる場演で子どもに、親の価値観を伝えているといえる。
子どもはいつも親の姿を見ている。常に親から学んでいる。親は、子どもにとって、人
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生で最初に出会う、最も影響力のある「手本ｊであるといえる。毎日の葱らしの中で、親
がどう子どもを受け止めて、どう子どもと接しているのか、そして親自身がどんな生き方
をしているか。それが、最も子どもの人格形成に影響しているのだと考えるのである。
本論文では、乳幼児期の発達を踏まえて、親の養育態度が子どもの人格形成にどのよう
に影響しているのかについて述べてきたが、同じ親から生まれて同じ家庭で育ったとして
も、「きょうだいで性格が違うのはなぜか？」という疑問が生じてくる。この点については
研究・分析できなかったが、主婦の友社出版の『きょうだいの子育てｊの中に、０～６歳
のきょうだいを育てている親のアンケート調査から、出生順位で性格が違うのはなぜかと
いう視点で分析したものがある。これによると、上の子的な,性格と下の子的な朧格があり、
生まれつきいろいろな子がいるのにもかかわらず、出生順位によって性格が違うというこ
とは、それを生み出すメカニズムとして親の育て方が大きく影響を及ぼしていると考えて
よさそうだとして結論づけている。つまり、出生順位によっての環境要因や、親の子育て
の経験の有無も大きくかかわっていると思うが、それによって親が上の子として接する、
または下の子として接するといった、親のその子どもに対する接し方の違いによっても`性
格に違いが出てくるのではないかということが考えられる。親が子どもをどう受け止めて
いるのか、それが養育態度の根底にあるのではないだろうか。
現代の家族関係の問題という面からも、社会や時代の変化に応じて、望ましい家庭環境
や家族関係のあり方を探っていくことは常に課題であると思うが、子どもに与える影響に
ついて考えたとき、まず親自身が、子どものありのままを受け止めているのかどうか、そ
してどう接しているのか、見つめ直してみるということも必要なのではないかと思う。
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